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１．経済情勢等 (1)実質GDP
日本経済は2009年1-3月期の実質ＧＤＰ成長率が戦後最悪。4-6月期に5期振りにプラスに転じ、輸出の回復等により
10-12月期もプラス成長。内需は、設備投資減少に歯止め、しかし公共投資、個人消費鈍化。

（出所）内閣府「国民経済計算」
組込みスキルマネージメント協会 第1回オープンセミナー 特別講演より
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１．経済情勢等 (2)日銀短観

大企業・中小企業の景況感は２００９年第１四半期に戦後最悪の水準となったが、改善傾向。

（出所）日銀短観 注：日銀短観では資本金２千万円～１億円の企業を中小企業と定義。調査対象企業数は約５，０００社。
組込みスキルマネージメント協会 第1回オープンセミナー 特別講演より
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１．経済情勢等 (3)情報サービス・ソフトウェア産業の動向

情報サービス・ソフトウェア産業は売上高約１８兆円、従業員数約８６万人。
情報サービス・ソフトウェア産業の売上高は、2008年９月以降減少傾向

組込みスキルマネージメント協会 第1回オープンセミナー 特別講演より
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国内総生産（兆円）：内閣府 組込み関連産業生産額（兆円） 国内総生産に対する組込み関連産業生産額の割合
兆円

内閣府経済社会総合研究所国民経済計算部企画調査課「国民経済計算年報、（社）日本機械工業連合会（平成19年度生産額実績統計）

１．経済情勢等 (4)国内総生産額と組込み関連産業生産額の推移
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®２．人材に対する要求
(1)IT人材の「量」に対する不足感
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®２．人材に対する要求
(2)IT人材の「質」に対する不足感
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総務省「産業（小分類）別全事業所数及び男女別従業者数―全国（平成18年・13年）」
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万人

２．人材に対する要求
(3)組込み関連産業従業者数と組込みソフトウェア技術者数の推移
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では未調査

万人 (不足人数÷現状人数)

２．人材に対する要求
(4)組込みソフトウェア技術者数（現状人数と不足人数）の推移（2007年会計年度ベース）

総務省「産業（小分類）別全事業所数及び男女別従業者数―全国（平成18年・13年）」

2005～2009年平均成長率（CAGR）

組込みソフトウェア技術者数：11.6%
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®２．人材に対する要求
(5)IT人材の職種分布（過去3年間*の変化）
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®２．人材に対する要求
（６）職種別キャリアレベル別現状と最適の比較：全体（社内+社外）
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®２．人材に対する要求
（７）ITスキル標準が登場した背景
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®２．人材に対する要求
（８）組込み製品開発費と組込みソフトウェア開発費

組込みスキルマネージメント協会 第1回オープンセミナー 特別講演より
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®２．人材に対する要求
（９）組込みソフトウェア開発規模の推移
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®２．人材に対する要求

（１０）出荷後の不具合製品発生率の推移
事業責任者
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

設計品質の向上

開発期間の短縮

開発コストの削減

生産性の向上

新技術の開発

開発能力（量）の向上

製品品質の向上

市場の拡大

新製品の開発

製品安全性の確保

2005 2006 2007 2008 2009

２．人材に対する要求
（１１）組込みソフトウェア開発の課題（1～3番目の合計）上位10項目の推移

事業責任者
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®２．人材に対する要求
（１２）組込みソフトウェア開発の課題解決の有効手段

1番目 2番目 3番目

事業責任者 プロジェクト責任者 技術者

0% 40% 80% 0% 20% 40% 60% 0% 10% 20% 30%

技術者のスキル

技術者の確保

PMのスキル

開発手法・開発技術

PMの確保

管理手法・管理技術

新技術の開発・導入

開発環境の整備・改善

委託先の確保･能力

経営者・投資家の理解

開発製品数・開発費の

削減・最適化

その他

技術者のスキル

要求仕様

PMのスキル

品質向上の取組

開発計画

経営者の理解

コミュニケーション

開発期間

技術者の人数

開発予算

安全性への配慮

技術者の製品知識

工数見積もり

開発プロセス

ドキュメンテーション

人員配置と役割

外部委託先の能力

成果物の定義

開発の難易度

拠点間の連携

作業標準

開発スペース

開発機材

技術者のスキル

技術者の人数

要求仕様

開発期間

経営者の理解

PMのスキル

品質向上の取組

コミュニケーション

開発予算

ドキュメンテーション

安全性への配慮

開発計画

人員配置と役割

工数見積り

開発プロセス

開発スペース

拠点間の連携

成果物の定義

開発機材

作業標準

技術者の製品知識

外部委託先の能力

2008年組込みソフトウェア産業実態調査

Copyright © 2009 IPA, All Rights Reserved
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®
２．人材に対する要求

（１３）世界の人事責任者が直面している課題

1. 変化への適応力の向上
– 適応力が高い企業は、「将来必要となるスキルの予測」、「専門知識を持つ人財の適正な

配置」、「従業員相互のコラボレーション環境の整備」を実現している。
– 日本では、重要なスキルや専門知識を持つ人財を特定する場合、職務履歴データベース

に頼る傾向が高い（世界:39%、日本:70%）。

2. リーダー不足の解消 −将来の成長の危機−
– 全体の約75%の企業が、リーダーシップ能力の開発を人財育成における最優先課題として

挙げている。

3. 有能な人財の獲得・保持
– 将来のビジネス・ニーズに応える人財の迅速な育成や、ビジネス戦略へのスキルの適合が

大きな課題となっている。
– 人財の惹きつけには企業のブランド力の高さが重要な要因であり、その保持のためには新

しい仕事、やりがいのある仕事、およびキャリアアップ機会の明確化が重要な課題となって
いる。

4. 人財分析を通じた成長の促進
– 人財に関する意思決定を行う場合、人財に関するデータや情報を十分に活用しきれていな

い。
– ビジネス戦略を支え、成長を促進するためには、人事部門は定量化されたデータ・情報に

基づいた人財戦略の立案、意思決定を強化する必要がある。
IBMビジネスコンサルティングサービス株式会社、IBM Global Human Capital Study 2008

組込み開発に限らず、経営や管理において「スキル」が重要視されている。しかし、スキルに
関する取り扱い（可視化、オペレーションなど）が行われていないのが世界的な傾向である。
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３．ものづくりに必要な要素

組込みシステム組込みシステム
製品開発に使用する構成要素製品開発に使用する構成要素

通信通信

情報処理情報処理

マルチメディアマルチメディア

ユーザインターフェースユーザインターフェース

ストレージストレージ

計測･制御計測･制御

プラットフォームプラットフォーム

・・・・・・・・・・・・

技術要素技術要素

製品開発製品開発

開発技術を用いて製品を開発する

分析分析 設計設計 実装実装 テストテスト

製品開発を管理技術を用いて管理する

プロジェクトマネジメントプロジェクトマネジメント プロセスマネジメントプロセスマネジメント

開発技術開発技術

管理技術管理技術
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４．「技術」と「スキル」（１）

工程（プロセス）

作業
（サブ工程）

作業
（サブ工程）

要求
結果

技術：
要求に対する結果を導くために、経済原則（コスト条件など）を満
足するように手順化・体系化された再現可能な工程（プロセス）

スキル：
要求に対する結果を導く技術全体あるいは技術の一部
（サブ工程）を実行する個人の作業遂行能力

作業
（サブ工程）

作業
（サブ工程）
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４．「技術」と「スキル」（２）

製品開発に使用する構成要素製品開発に使用する構成要素

通信通信

情報処理情報処理

マルチメディアマルチメディア

ユーザインターフェースユーザインターフェース

ストレージストレージ

計測･制御計測･制御

プラットフォームプラットフォーム

・・・・・・・・・・・・

製品開発に使用する構成要素製品開発に使用する構成要素

通信通信

情報処理情報処理

マルチメディアマルチメディア

ユーザインターフェースユーザインターフェース

ストレージストレージ

計測･制御計測･制御

プラットフォームプラットフォーム

・・・・・・・・・・・・

技術要素技術要素

製品開発製品開発

開発技術を用いて製品を開発する

分析分析 設計設計 実装実装 テストテスト

製品開発を管理技術を用いて管理する

プロジェクトマネジメントプロジェクトマネジメント プロセスマネジメントプロセスマネジメント

開発技術開発技術

管理技術管理技術

組込みシステム組込みシステム組込みシステム組込みシステム
スキル
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５．スキルの可視化

製品開発に使用する構成要素製品開発に使用する構成要素

通信通信

情報処理情報処理

マルチメディアマルチメディア

ユーザインターフェースユーザインターフェース

ストレージストレージ

計測･制御計測･制御

プラットフォームプラットフォーム

・・・・・・・・・・・・

製品開発に使用する構成要素製品開発に使用する構成要素

通信通信

情報処理情報処理

マルチメディアマルチメディア

ユーザインターフェースユーザインターフェース

ストレージストレージ

計測･制御計測･制御

プラットフォームプラットフォーム

・・・・・・・・・・・・

技術要素技術要素

製品開発製品開発

開発技術を用いて製品を開発する

分析分析 設計設計 実装実装 テストテスト

製品開発を管理技術を用いて管理する

プロジェクトマネジメントプロジェクトマネジメント プロセスマネジメントプロセスマネジメント

開発技術開発技術

管理技術管理技術

組込みシステム組込みシステム組込みシステム組込みシステム

組込みシステム組込みシステム組込みシステム組込みシステム

スキル可視化のための表現手法
スキルの到達度
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®６．スキル標準
（１）各種スキル標準

ＩＴスキル標準
2002年12月公開

組み込みスキル標準
2005年5月公開

レベル

人材像 ビ
ジ
ネ
ス
ス
ト
ラ
テ
ジ
ス
ト

I

S
ス
ト
ラ
テ
ジ
ス
ト

プ
ロ
グ
ラ
ム
マ
ネ
ー

ジ
ャ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー

ジ
ャ

I

S
ア
ナ
リ
ス
ト

ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ

ン
デ
ザ
イ
ナ
ー

シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ナ
ー

I
Ｓ
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ

ン

I

S
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー

タ

I

S
ア
ー

キ
テ
ク
ト

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー

タ

I
S
ス
タ
ッ

フ

I
S
オ
ー

デ
ィ

タ
ー

7

6

5

4

3

2

1

エ
ン
ト
リ

ハ
イ

ミ
ド
ル

情報システムユー
ザスキル標準
2006年6月公開

 情報サービス産業に従事する人材の職務と責任
を定め職務遂行に必要な能力を明示

 情報サービスの提供に必要な実務能力を明確化、
体系化した指標

 人材の職種とレベルに関する共通の認知
【IPA：ITスキル標準センター】

 製造業における組み込みソフトウェア開発力強化の
ために「人材」の育成や、「有効活用」のための指針

 組み込みソフトウェア開発技術者の産業横断的に
使用できる「スキル標準」を調査・抽出して体系化

【IPA：ソフトウェア・エンジニアリング・センター（SEC)】

 ユーザー企業の情報システム機能を洗い出し、必要
となるスキル及び知識を網羅的かつ体系的に整理・
一覧化

 活用部門を含む情報システムに携わる人材の最適
配置及び育成を実現

【IPA：ITスキル標準センター】
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®６．スキル標準
（２）共通キャリア･スキルフレームワーク

共通キャリア・スキルフレームワーク

共通キャリア・スキル
フレームワーク
ＢOＫ（知識体系）

スキル標準

基本
戦略系
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ＵＩＳＳ ＥＴＳＳ

参
照

職
種

知
識
項
目
／

ス
キ
ル
項
目

職
種

知
識
項
目
／

ス
キ
ル
項
目

職
種

知
識
項
目
／

ス
キ
ル
項
目

職
種

知
識
項
目
／

ス
キ
ル
項
目

職
種

知
識
項
目
／

ス
キ
ル
項
目

職
種

知
識
項
目
／

ス
キ
ル
項
目

職
種

知
識
項
目
／

ス
キ
ル
項
目

ストラテジスト
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プロジェクト
マネージャ

テクニカル
スペシャリスト

クリエータ

サービス
マネージャ
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®６．スキル標準
（２）共通キャリア･スキルフレームワーク（－２：参照モデル）

参照モデル
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®７．ITSS
（１）ＩＴスキル標準とは

情報サービスの提供に必要な実務能力を明確

化、体系化した指標で、

産学におけるＩＴプロフェッショナルの教育訓練

等に有用な共通枠組（ものさし）を提供。

見えないスキル（実務能
力）を見える化
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ITスキル標準の指標に基づいて、情報サービス産業の

人材育成のための投資が効率的に行われること。

ビジネス戦略に必要なプロフェッショナルの確立にむけて

①ＩＴプロフェショナル人材育成 （企業）

②キャリアパスの確立 （個人）

７．ITSS
（２）ＩＴスキル標準の目的
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１．情報サービス産業が対象。ユーザー企業でも応用可。

２．職種を１１に分類し、さらに３５専門分野に細分化。

３．個人の能力や実績に基づく７段階のレベルを規定。

４．レベルは、「経験と実績」の達成度指標で評価。

５．キャリアとそのために備えるべきスキルを定義。

６．参照モデル（自社で必要な部分だけを使用可）。

７．レベル評価手段として情報処理技術者試験を活用。（レベル１～３）

７．ITSS
（３）ＩＴスキル標準の特徴
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集中エリア集中エリア!!!!
(ITスペシャリスト、

アプリケーションスペシャリスト
中堅)

７．ITSS
（４）ＩＴスキル標準V3 キャリアフレームワーク
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ソリューション
の構築

コンポネントの
設計

運用・保守開発戦略的情報化企画経営戦略策定

ハードウェア
ソフトウェア
の保守

ハードウェア
ソフトウェア
の保守

ハードウェア
ソフトウェア
の導入

導入計画
の策定

カスタマ
サービス

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ
ｺﾝﾎﾟﾈﾝﾄ
の保守

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ
ｺﾝﾎﾟﾈﾝﾄ

の運用支援

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ
ｺﾝﾎﾟﾈﾝﾄ
の開発

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ
ｺﾝﾎﾟﾈﾝﾄ
の設計

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ
開発計画の策定

アプリケーション
スペシャリスト

システム・
コンポネント

の設計

システム構築
計画の策定

IT
スペシャリスト

プロジェクトの
管理/統制

プロジェクト基
本計画の策定

プロジェクト
マネジメント

ソリューション
アーキテクチャー

の設計

ソリューション
の枠組み策定

ＩＴ
アーキテクト

ソリューション
の設計

ソリューション
策定のための

助言

ビジネス戦略
策定の助言コンサルタント

ビジネス課題
ｿﾘｭｰｼｮﾝ提案

ビジネス
戦略の確認セールス

ソリューション
保守

（ｼｽﾃﾑ/業務）

ソリューション
運用

（ｼｽﾃﾑ/業務）

ソリューション
構築

（開発/構築）

コンポネント
設計

（ｼｽﾃﾑ/業務）

ソリューション
設計

（構造/ﾊﾟﾀｰﾝ）

課題
整理／分析
（ビジネス/ＩＴ）

ビジネス
戦略策定

経営目標／
ビジョン策定

運用・保守開発戦略的情報化企画経営戦略策定ＩＴ投資の局面
と活動領域

職種

システム・
コンポネント
の導入構築

システム・
コンポネント
の運用支援

システム・
コンポネント

の保守

目標/ビジョン
の確認

目標/ビジョン
の提言

プロジェクトの
管理/統制

プロジェクトの
管理/統制

プロジェクトの
管理/統制

プロジェクトの
管理/統制

システムのシステムの運用計画/
システムの
運用と管理

運用計画/
運用管理の

策定

ITサービス
マネジメント

システムの
運用と管理

７．ITSS
（５）ＩＴ投資局面と職種の関係
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※職種・専門分野の説明表の中で求められる成果を青、求められる責任を赤で表している。

業種固有業務、汎用業務、アプリケーション開発に関する専門技術
を活用し、業務上の課題解決に係わるアプリケーションの設計、開
発、構築、導入、テスト及び保守を実施する。構築したアプリケー
ションの品質（機能性、回復性、利便性等）に責任を持つ。

アプリケー
ションスペ
シャリスト

ソフトウェアエンジニアリング技術を活用し、マーケティング戦略に
基づく、市場に受け入れられるソフトウェア製品の企画、仕様決定、
設計、開発を実施する。
また上位レベルにおいては、ソフトウェア製品に関連したビジネス戦
略の立案やコンサルテーションを実施する。開発したソフトウェア製
品の機能性、信頼性等に責任を持つ。

ソフトウェア
デベロップメ

ント

ハードウェア、ソフトウェア、施設に関連する専門技術を活用し、顧
客の設備に合致したハードウェアの導入、ソフトウェアの導入、カス
タマイズ、保守および修理を実施するとともに遠隔保守を実施する。
更にＩＴ技術を利用するための施設建設をサポートする。導入した
ハードウェア、ソフトウェアの品質（使用性、保守容易性等）に責任を
持つ。

カスタマサー
ビス

システム運用関連技術を活用し、サービスレベルの設計を行い顧
客と合意されたサービスレベルアグリーメント（SLA）に基づき、シス
テム運用リスク管理の側面からシステム全体の安定稼動に責任を
持つ。システム全体の安定稼動を目指し、安全性、信頼性、効率性
を追及する。またサービスレベルの維持、向上を図るためにシステ
ム稼動情報の収集と分析を実施し、システム基盤管理も含めた運
用管理を行う。

ＩＴサービスマ
ネジメント

担当分野の専門技術と研修に関連する専門技術を活用し、ユーザ
のスキル開発要件に合致した研修カリキュラムや研修コースのニー
ズの分析、設計、開発、運営、評価を実施する。

エデュ
ケーション

ハードウェア、ソフトウェア関連の専門技術を活用し、顧客の環境に
最適なシステム基盤の設計、構築、導入を実施する。構築したシス
テム基盤の非機能要件（性能、回復性、可用性など）に責任を持つ。

ＩＴスペシャ
リスト

定義職種・専門分野

ビジネス及びＩＴ上の課題を分析し、ソリューションを構成する情
報システム化要件として再構成する。ハードウェア、ソフトウェア
関連技術（アプリケーション関連技術、メソドロジ）を活用し、顧客
のビジネス戦略を実現するために情報システム全体の品質（整
合性、一貫性等）を保ったＩＴアーキテクチャを設計する。設計し
たアーキテクチャが課題に対するソリューションを構成することを
確認するとともに、後続の開発、導入が可能であることを確認す
る。また、ソリューションを構成するために情報システムが満た
すべき基準を明らかにする。さらに実現性に対する技術リスクに
ついて事前に影響を評価する。

ＩＴアーキ
テクト

プロジェクトマネジメント関連技術、ビジネスマネジメント技術を
活用し、プロジェクトの提案、立上げ、計画、実行、監視コント
ロール、終結を実施し、計画された納入物、サービスと、その要
求品質、コスト、納期に責任を持つ。

プロジェクト
マネジ
メント

顧客の経営方針を確認し､その実現のための課題解決策の提案､
ビジネスプロセス改善支援及びソリューション、製品、サービス
の提案を実施し成約する。顧客との良好なリレーションを確立し
顧客満足度を高める。

セールス

知的資産、コンサルティングメソドロジを活用し、顧客の経営戦
略やビジネス戦略及びIT戦略策定へのカウンセリング、提言、助
言の実施を通じて、顧客のビジネス戦略やビジョンの実現、課題
解決に貢献し、IT投資の経営判断を支援する。提言がもたらす
価値や効果、顧客満足度、実現可能性等に責任を持つ。

コンサル
タント

顧客ニーズに対応するために、企業、事業、製品及びサービス
の市場の動向を予測かつ分析し、事業戦略、販売戦略、実行計
画、資金計画及び販売チャネル戦略等ビジネス戦略の企画及び
立案を実施する。市場分析等を通じて立案したビジネス戦略の
投資効果、新規性、顧客満足度に責任を持つ。

マーケ
ティング

定義職種・専門分野

７．ITSS
（６）職種の概要
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情報技術に携わる者に最低限必要な基礎知識を有する。スキル開発においては、自らのキャリアパス実現
に向けて積極的なスキルの研鑽が求められる。レベル１

上位者の指導の下に、要求された作業を担当する。プロフェッショナルとなるために必要な基本的知識・技能
を有する。スキル開発においては、自らのキャリアパス実現に向けて積極的なスキルの研鑽が求められる。レベル２

要求された作業を全て独力で遂行する。スキルの専門分野確立を目指し、プロフェッショナルとなるために必
要な応用的知識・技能を有する。スキル開発においても自らのスキルの研鑽を継続することが求められる。レベル３

プロフェッショナルとしてスキルの専門分野が確立し、自らのスキルを活用することによって、独力で業務上
の課題の発見と解決をリードするレベル。社内において、プロフェッショナルとして求められる経験の知識化と
その応用（後進育成）に貢献しており、ハイレベルのプレーヤーとして認められる。スキル開発においても自ら
のスキルの研鑽を継続することが求められる。

レベル４

プロフェッショナルとしてスキルの専門分野が確立し、社内においてテクノロジやメソドロジ、ビジネスを創造
し、リードするレベル。社内において、プロフェッショナルとして自他共に経験と実績を有しており、企業内のハ
イエンドプレーヤーとして認められる。

レベル５

プロフェッショナルとしてスキルの専門分野が確立し、社内外において、テクノロジやメソドロジ、ビジネスを創
造し、リードするレベル。社内だけでなく市場においても、プロフェッショナルとして経験と実績を有しており、
国内のハイエンドプレーヤーとして認められる。

レベル６

プロフェッショナルとしてスキルの専門分野が確立し、社内外において、テクノロジやメソドロジ、ビジネスを創
造し、リードするレベル。市場全体から見ても、先進的なサービスの開拓や市場化をリードした経験と実績を
有しており、世界で通用するプレーヤーとして認められる。

レベル７

説明レベル

７．ITSS
（７）レベルの概念



Copyright © 2010 IPA, All Rights Reserved 33Software Engineering Center

®

 職種の概要（キャリア定義）

 職種および専門分野において果すべき機能≒課題の解決能力を説明

→｢～を実施する｣

 達成度指標（実務能力評価の指標）

 職種および専門分野において経験・実績に対する指標でレベル評価の基本

→｢～の経験・実績を有する｣

 スキル領域（職種の実務遂行に必要なスキル）

 職種および専門分野において保有すべき主要なスキル領域を説明

→｢ソフトウェアエンジニアリング｣

 スキル熟達度(スキル評価の指標）

 職種および専門分野において発揮すべきスキルに対する指標でスキルレベルの評
価の基本

→｢～ができる｣

７．ITSS
（８）ＩＴスキル標準の構成要素
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（１）組込みシステム開発におけるスキルカテゴリ

組込みシステム組込みシステム
製品開発に使用する構成要素製品開発に使用する構成要素

通信通信

情報処理情報処理

マルチメディアマルチメディア

ユーザインターフェースユーザインターフェース

ストレージストレージ

計測･制御計測･制御

プラットフォームプラットフォーム

・・・・・・・・・・・・

技術要素技術要素

製品開発製品開発

開発技術を用いて製品を開発する

分析分析 設計設計 実装実装 テストテスト

製品開発を管理技術を用いて管理する

プロジェクトマネジメントプロジェクトマネジメント プロセスマネジメントプロセスマネジメント

開発技術開発技術

管理技術管理技術
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®８．ETSS
（２）【スキル基準】 スキルフレームワーク

①スキルカテゴリ
↓

第１階層 第2階層 第3階層 初級 中級 上級 最上級

②スキル粒度 ③スキルレベル

技
術
要
素

開
発
技
術

管
理
技
術

技
術
要
素

開
発
技
術

管
理
技
術

技
術
要
素

技
術
要
素

開
発
技
術

開
発
技
術

管
理
技
術

管
理
技
術 ①スキルカテゴリ ：スキルのカテゴリ分けを表す

②スキル粒度 ：スキルのカテゴリの深度を表す
③スキルレベル ：スキルのレベルを表現する

①スキルカテゴリ ：スキルのカテゴリ分けを表す
②スキル粒度 ：スキルのカテゴリの深度を表す
③スキルレベル ：スキルのレベルを表現する
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第１階層 第２階層 第３階層 スキル項目 作れる 使える

通信 有線 PAN USB

RS-232C

無線 電気通信用無線 PDC

W-CDMA

近距離通信 赤外線通信

インターネット 透過的データ転送 PPP

TCP

IP

応用処理 HTTP

情報処理 情報入力 画像パターン認識 ２次元バーコード

OCR

データ入力補完 予測変換

データ処理 文字データ処理・変換 かな漢字変換

情報出力 ビューア WWWブラウザ

マルチメディア 静止画 圧縮・伸張 JPEG

GIF

動画 圧縮・伸張 MPEG-4

H.264

８．ETSS
（３）【スキル基準】技術要素スキル項目展開例

ETSS定義： スキルの整理方法を標準化
・スキルや技術の分類に関する相場観の確保

利用者定義： 標準化困難、あえて未定義
・秘匿性や新規性の高い技術の定義は利用者判断
→ 拡張性確保、技術流出防止と推進の実現

スキルレベル評価：該当スキル項目を4段階で評価
作れる： 該当技術を開発できる
使える： 該当技術を利用したものを開発できる
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®８．ETSS
（４）【スキル基準】 スキルレベルの定義

スキル基準のレベル定義

レベル１（初級） ：支援のもとに作業を遂行できる

レベル２（中級） ：自律的に作業を遂行できる

レベル３（上級） ：作業を分析し改善・改良できる

レベル４（最上級）：あらたな技術を開発できる

半人前半人前

11人前人前

展開展開

変革変革
①スキルカテゴリ

↓
第１階層 第2階層 第3階層 初級 中級 上級 最上級

②スキル粒度 ③スキルレベル

技
術
要
素

開
発
技
術

管
理
技
術

技
術
要
素

開
発
技
術

管
理
技
術

技
術
要
素

技
術
要
素

開
発
技
術

開
発
技
術

管
理
技
術

管
理
技
術



Copyright © 2010 IPA, All Rights Reserved 38Software Engineering Center

®

通信

マルチメディア

情報技術要素

システム分析と要求
定義

ソフトウェア
設計

システム設計開発技術

初級 中級 上級 最上級
低スキル（不得意）分野低スキル（不得意）分野

８．ETSS
（５）スキル診断結果の利用

技術的な強みと弱みを客観的に認識する

高スキル（得意）分野高スキル（得意）分野

評価するだけではなく、人材育成や、チーム編成、組織の技術戦略などに活用



Copyright © 2010 IPA, All Rights Reserved 39Software Engineering Center

®

プロジェクトスキルプロファイル（全体）

0

10

20

30

40

50

60

70

通
信
技
術

情
報
処
理

マ
ル
チ
メ
デ
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ユ
ー
ザ
イ
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ス

ス
トレ

ー
ジ

計
測
・制

御

プ
ラ
ッ
トフ

ォ
ー
ム

シ
ス
テ
ム
要
求
分
析

シ
ス
テ
ム
設
計

ソ
フ
トウ

ェ
ア
要
求
分
析

ソ
フ
トウ

ェ
ア
方
式
設
計

ソ
フ
トウ

ェ
ア
詳
細
設
計

ソ
ー
ス
コ
ー
ド作

成
と
テ
ス
ト

ソ
フ
トウ

ェ
ア
結
合

ソ
フ
トウ

ェ
ア
適
合
性
確
認
テ
ス
ト

シ
ス
テ
ム
結
合

シ
ス
テ
ム
適
合
性
確
認
テ
ス
ト

統
合
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

ス
コ
ー
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

タ
イ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

コ
ス
トマ

ネ
ジ
メ
ン
ト

品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

コ
ミュ

ニ
ケ
ー
シ
ョン

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

調
達
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

開
発
プ
ロ
セ
ス
設
定

知
財
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

開
発
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

構
成
管
理
・変

更
管
理

コ
ミュ

ニ
ケ
ー
シ
ョン

ネ
ゴ
シ
エ
ー
シ
ョン

リ
ー
ダ
シ
ッ
プ

問
題
解
決

経
営

会
計

マ
ー
ケ
テ
ィン

グ
HC
M

レベル１ レベル２ レベル３ レベル４

８．ETSS
（６）スキルプロファイル
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®８．ETSS
（７）スキルプロファイル（スキル保有率：社内＋社外）
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ソ
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ソ
結

ソ
適

シ
結

シ
適

統
合

範
囲

時
間

費
用

品
質

組
織

伝
達

危
機

調
達

工
程

知
財
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構
成
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交
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統
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解
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経
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市
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材

0.0%
2.0%
4.0%
6.0%
8.0%

10.0%
12.0%
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16.0%
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通
信

情
報

M
M
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憶
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F

シ
要

シ
設

ソ
要

ソ
方

ソ
詳

ソ
作

ソ
結

ソ
適

シ
結

シ
適

統
合

範
囲

時
間

費
用

品
質

組
織

伝
達

危
機

調
達

工
程

知
財

環
境

構
成

対
話

交
渉

統
率

解
決

経
営

会
計

市
場

人
材

グループＡ 生産性：高

グループB 生産性：低

スキルレベル1 スキルレベル2 スキルレベル3以上

生産性（新規行数／総工数）

LV３多い

LV３少ない
LV1多い

LV１多い
（生産性：231step/1人月 未満）

（生産性：231step/1人月 以上）
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技
術

要
素

開
発

技
術

管
理

技
術

技
術

要
素

開
発

技
術

管
理

技
術

技
術

要
素

知
識
項
目

開
発

技
術

管
理

技
術

スキル

レベル

スキル
レベル

第1階層 第 2 階層 第 3 階層

技術の体系化
レベル１

初級
レベル 2

中級
レベル 3

上級
レベル 4

最上級

技術項目ごとの
スキルを計測
スキルは

分布として可視化

対象システム

技術項目
の整理

８．ETSS
（８）ＥＴＳＳは技術とスキルの関係を可視化するツール

知
識
項
目

知
識
項
目
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教育研修基準

キャリア基準

スキル基準

組
込
み
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
技
術

キャリアフレームワーク

職種毎のスキル分布特性

スキルフレームワーク

体系的に整理体系的に整理

教育プログラムフレームワーク

科目の教育項目

８．ETSS
（９）組込みスキル標準（ＥＴＳＳ）

組込み開発に必要な組込み開発に必要な
スキルの可視化スキルの可視化

エンジニアリング観点でエンジニアリング観点で
専門性の分化と深化専門性の分化と深化

スキルアップ・キャリアアップスキルアップ・キャリアアップ
を実現する教育の雛形を実現する教育の雛形

組込みソフトウェア分野の開発力を強化するために・・・

スキル基準を基点として有機的に結合スキル基準を基点として有機的に結合
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C
L
3

-4

開発対象に必要な事
項について知識必要

C
L
5

-7 開発対象に必要な事
項について知識必要

８．ETSS
（１０）【キャリア基準】スキルとキャリアの紐付け[ソフトウェアエンジニア]

技術要素 開発技術

プロジェクトマネジメント

管理技術

プロセス
マネジメント

通
信

情
報
処
理

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

ユ
ー
ザ
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス

ス
ト
レ
ー
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計
測
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ラ
ッ
ト
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ォ
ー
ム

シ
ス
テ
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分
析

シ
ス
テ
ム
方
式
設
計

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
要
求
分
析

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
方
式
設
計

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
詳
細
設
計

ソ
フ
ト
ウ
ェ
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コ
ー
ド
作
成
と
テ
ス
ト

ソ
フ
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結
合

ソ
フ
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適
格
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テ
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シ
ス
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結
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シ
ス
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ム
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テ
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マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

ス
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プ
マ
ネ
ジ
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管
理

C
L
1

-3

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ネ
ゴ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン

リ
ー
ダ
シ
ッ
プ

問
題
解
決

経
営

会
計

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

Ｈ
Ｃ
Ｍ

パーソナル ビジネス

キャリアレベル７の場合、いずれかのスキ
ルについてスキルレベル４が求められる

専門分野が組込みプラットフォ
ームの際にスキルが要求される

開発対象に必要な事項について知識必要
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レ
ベ
ル
1

レ
ベ
ル
2

レ
ベ
ル
3

レ
ベ
ル
4

８．ETSS
（１１）【教育研修基準】特性に合わせた教育プログラムの立案

技術要素 開発技術

プロジェクトマネジメント

プロジェクトマネジメント

プロセス
マネジメント
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キル

通
信

情
報

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

ユ
ー
ザ
イ
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エ
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ョ
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ギャップ

ギャップ ギャップ ギャップ ギャップ ギャップ

ギャップ

ギャップ

実務＋専門書実務＋専門書

構成管理・変更管理応用研修構成管理・変更管理応用研修

知財マネジメント応用研修知財マネジメント応用研修

開発プロセス設定応用研修開発プロセス設定応用研修

開発環境マネジメント応用
研修

開発環境マネジメント応用
研修

組込みプロジェクト
マネジメント応用研修

組込みプロジェクト
マネジメント応用研修

パーソナルスキル応用研修パーソナルスキル応用研修

パーソナルスキル
基礎研修

パーソナルスキル
基礎研修

組込みソフトウェア開発上
流工程ケーススタディ

組込みソフトウェア開発上
流工程ケーススタディ

組込みソフトウェアシステム
結合試験工程応用研修

組込みソフトウェアシステム
結合試験工程応用研修

組込みソフトウェアシステム
結合試験工程基礎研修

組込みソフトウェアシステム
結合試験工程基礎研修

組込みソフトウェア結合
試験工程応用研修

組込みソフトウェア結合
試験工程応用研修

組込みソフトウェア開発上
流工程技術応用研修

組込みソフトウェア開発上
流工程技術応用研修

現状のスキル分布 ⇒ 目標とするスキル分布
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９．共通キャリア・スキルフレームワークに基づくレベル判定

人材キャリアを７段階に区分。新情報処理技術者試験ではレベル１～４の一部までをカ
バー
◎レベル１から３までは，新情報処理技術者試験の合否によりレベルを判定
◎レベル４は，新情報処理技術者試験と業務経験等で判定

（出典：「産業構造審議会人材育成ワーキンググループ報告書」５－４，「高度ＩＴ人材への道標」の４頁ご参照）

レベル１

レベル２

レベル３

レベル４

レベル５

レベル６

レベル７

エントリ

ミドル

ハイ

スーパー
ハイ

最低限求められる基礎知識

基本的知識・技能

応用的知識・技能

高度な知識・技能

企業内のハイエンドプレイヤー

国内のハイエンドプレイヤー

国内のハイエンドプレイヤーかつ
世界で通用するプレーヤー

スキル
（能力）
ベース
↓

試験の合否

試験＋業務
経験により判断

エントリ試験

基礎試験

ミドル試験

高度試験各
企
業
で
判
断

プ
ロ
コ
ミ

高

度

Ｉ

Ｔ

人

材

成果（実績）
ベース
↓

業務経験
や面談等

情報処理技術者
試験での対応は
レベル４まで
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®９．情報処理試験
（１）新試験と現行試験の対応関係
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・経験を通じた学習を基本とするが、下位レベルにおいては、体系的な知識の習得を促進する。
・利用者の利便性、評価の簡素化を考慮し、情報処理技術者試験を評価手段として有効活用する。
・レベル１～３は関連する試験に合格することで、当該レベルのスキルを保有しているとみなすことが
できる。
・レベル４はスキル熟達度合いの見極めに、高度試験合格を参考にすることができる。

レベル５以上

レベル４

レベル３

レベル１

経験と
実績

スキルと
知識

レベル２

評価に関する基本的考え方
ＩＴスキル標準Ｖ３
（試験の有効活用）

試験の
有効利用

評価の
簡素化

利用者の
利便性

考慮点

基本情報
技術者試験の合格

ITパスポート試験
の合格

応用情報
技術者試験の合格

高度試験の合格+
業務履歴の確認

経験と実績
（従来どおり）

（職種の特定はＰＪ従事状況にて特定）

９．情報処理試験
（２）レベル評価ガイドITスキル標準レベル評価方法に関する基本的な考え方
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®９．情報処理試験
（３）高度試験区分との対応付け（レベル４と高度試験区分との対応一覧）

シ
ス
テ
ム
管
理

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
製
品
開
発

レベル７
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ベ
ー
ス

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

Ｉ
Ｔ
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス

イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ

イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ

ビ
ジ
ネ
ス
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン

メ
デ
ィ
ア
利
用
型
セ
ー
ル
ス

訪
問
型
製
品
セ
ー
ル
ス

マ
ー
ケ
ッ
ト
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

販
売
チ
ャ
ネ
ル
戦
略

業
務
シ
ス
テ
ム

アプリケー
ション

スペシャリ
スト

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

ＩＴスペシャリスト

基
本
ソ
フ
ト

ソフトウェア
デベロップメント

シ
ス
テ
ム
開
発

プロジェクト
マネジメント

研
修
企
画

エデュケー
ション

運
用
管
理

ＩＴサービス
マネジメント

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア

カスタマサービス

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ

イ
ン
ダ
ス
ト
リ

訪
問
型
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
セ
ー
ル
ス

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

ＩＴアーキテクト
コンサルタ

ント
セールスマーケティング職種

【凡例】 ST：ITストラテジスト試験、SA：システムアーキテクト試験、PM：プロジェクトマネージャ試験、ＮＷ：ネットワークスペシャリ
スト試験、
ＤＢ：データベーススペシャリスト試験、ＳＣ：情報セキュリティスペシャリスト試験、SM：ITサービスマネージャ試験

ST

プラス※

SA

＋※
PM
+※

PM

＋※
NW
＋※

SC
＋※

SM

＋※

SA

＋※
SA
＋※

DB
＋※

※：レベル４については、高度試験の合格と業務経験を確認することで評価を
行う
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®９．情報処理試験
（４）試験合格はエントリー基準(レベル1～3)

スキル

経過時間

高

スキルの成長：
階段状ではなく、直線（または曲線）で連続的

情報処理技術者試験に合
格したのは、ITスキル標準と

して各レベルのエントリー基
準をクリアーした。

レベル３

レベル４

レベル２

必要な知識及びスキルを認識して、知識の習得
とその活用（能力発揮の場、具体的に言うとジョ
ブアサインメントの提供）を促進してください。

レベル１

AP試験の合格

FE試験の合格

IP試験の合格

×：試験の合格を目的化
×：試験合格のみを推進
○：人材育成の観点からスキル標準を活用
○：試験合格=そのレベルの仕事ができる能力

○：積極的にジョブアサインメント

×：やってはいけない事
○：推進すべき事

AP:応用情報技術者試験
FE:基本情報技術者試験
IP:ＩＴパスポート試験
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ご清聴ありがとうございましたご清聴ありがとうございました

ETSSに関する、ご質問やご意見などがございましたら、

お気軽にブース内担当説明員までお声をおかけください。

関連ドキュメントは下記Webサイトからダウンロードできます。

http://sec.ipa.go.jp/

ETSSに関する、ご質問やご意見などがございましたら、

お気軽にブース内担当説明員までお声をおかけください。

関連ドキュメントは下記Webサイトからダウンロードできます。

http://sec.ipa.go.jp/


